
            「サル裁判」              2026 年 03 月 30 日  

 キリスト教の月刊誌『福音と世界』の 3 月号に、ハーバード大学で学んでいた木村智氏

が「第二次トランプ政権下の大学弾圧とキリスト教 スコープス進化論裁判百周年に考え

る」を寄稿している。1925 年代の米国の公立学校では、人間がサルから進化したという説

は、聖書の創造論への冒涜であるとするバトラー法によって禁止されていた。24 歳の生物

学教師のジョン・スコープスが高校の授業で進化論を教え、逮捕され裁判にかけられた。

裁判は「宗教と科学の対立」というテーマで脚光を浴び、通称「サル裁判」と言われた。

裁判では、アンチ宗教派と保守的キリスト教派が激突し、創世記が説く 6 日間の創造は真

実性があるのかと、神学論争が展開された。陪審の結果はスコープスに有罪判決（罰金百

ドル）が下った。しかし結果的には、伝統的キリスト教は非科学的・反近代的と見なされ、

嘲笑された。進化論推進派が実質的に勝利した。「近代主義」と「原理主義」の対立で、木

村氏は、この論争は「リベラル」と「保守」の抗争として今も続いていると報告している。 

 第二次トランプ政権は、米国の高等教育の「左傾化」に苛立っていた。有名大学の教員

たちは民主党支持のリベラル派で、進歩的な歴史観・気候変動説・人種・ジェンダー平等

を教え、卒業生たちもリベラル系のメィデア・企業・教育機関などに就職していた。トラ

ンプ氏は、これらの大学を「反米的で民意から乖離した」大学と指定し、研究助成金を凍

結すると発表したため、最先端の研究ができなくなり、科学的真実が抑圧される状態にな

った。助成金カットと同時に、留学生の締め出しを図った。留学生が多過ぎる、また留学

生は、親パレスチナ・デモに参加する「左派的」「反米的」であると憤り、留学生の受け入

れ資格を停止した。著名なハーバード大学に在籍していた木村氏もビザ更新の手続きが難

航したと書いている。トランプ政権の大学弾圧のターゲットは世俗的なリベラル大学であ

るが、キリスト教系の私立大学も、弾圧の外にある訳ではない。福音派系列の大学・神学

校は、トランプ政権の支持基盤であるから、攻撃を受けにくい立場にある。米国のキリス

ト教系大学は国際交流に力を入れ、積極的に留学生を受け入れた経緯がある。一般大学の

留学生比率が約 6％であるのに対し、キリスト教系大学の留学生は 20％を超えることが多

い。留学生排除の弾圧は決して対岸の火事ではなく、キリスト教系大学や神学校にも影響

を及ぼし得ると危惧された。福音派系のキリスト教大学協議会は、伝統的な聖書信仰に基

づく教育、学問の自由の促進を目的とした団体であるが、自分たちの加盟団体が被害に遭

わなかったので、トランプ政権の大学弾圧をただ傍観し続けた。福音派の中では、リベラ

ル・エリート大学への不信感があり、リベラル叩きを肯定的に捉える者も少なくない。ト

ランプ政権は、助成金を受ける大学は引き換えに、留学生比率を 15％以下、ジェンダー・

人種関連の多様性の廃止などを含む「高等教育における学術的卓越性のための契約」にサ

インするように求めた。諸大学が、学問の自由の侵害だと批判すると、キリスト教大学協

議会も重い腰をあげ、政府の越権行為だと非難した。木村氏は、聖書の解読や説教の作成

など、人間が思考する営みに価値を置いてきたので、相互に協力できる場があるのではな

いか、創造的対話がいっそう求められると、報告を終えている。 

 第二次大戦後、叡知を注ぎ、人権の尊重と主権国家への軍事的侵略を認めないなどの国

際法を創り上げてきた。トランプ氏は「私には国際法はない」と、これを無残に壊し続け

ている。今、世界の喫緊の課題は温暖化による気候変動である。毎年、何万人もが被害を

受けている。トランプ氏は、温暖化は「虚偽」であるとし、石油の採掘と使用に邁進して

いる。これでは、温暖化は止まらず、地球の命が危うい。米国に、叡知と科学的真理に基

づいて、諭す人はいないのか。「サル裁判」は起きないのかと、何とも腹立たしい。 


